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Q ： ライブキッ チン等の稼働率を上げら れる？ 

A： ソ フ ト を ど う 展開し ていく か、 皆さ んと

一緒に考え、 地域と 行政が役割分担し てや

っていけたら と 考えていま す。  

Q： 多目的ホールはごちゃまぜリ ビングと 一体

利用でき ない？ 

A： 是非検討し たい。  

わたっこハウス 

成小グラウンド 

道路へ 

歩行者と 車が交差

し ないよ う 、 間に

フ ェ ン ス を つけて

安全を確保。  

正面玄関の他、 グ

ラ ン ド 側にも 入口

があり ま す。  

校門へ入っ ていく

坂は、 なだら かに

なる よ う 整備。  

季節の花がお出迎

えする よ う 花壇を

配置。 畑も ある ！ 

感想 

・ 今ま で出たアイ デアがいい感

じ に形になっていてすごい！ 

・ 目的がなく ても ふら っ と 来れ

る のがいい！交流でき る ス ペ

ース が大き く て素敵。  

・ 子ど も を プレ イ ルーム で遊ば

せながら ご ちゃ ま ぜリ ビ ン グ

でコ ーヒ ーが飲みたい！ 

Q ＆A  

Q ： 収納が少ないのでは？ 

A ： 駐車場脇に 3 つの防災倉庫

を 配置し ていま すが、 その他

に学校のグ ラ ン ド も 活用でき

る と いいなと 思っていま す。  

Q ： 避難所になる ？ 

A ： ま だ話は詰ま っ ていま せん

が、 避難所運営委員会や地域

でこ う 使いたいと いう 提案を

頂き ながら 検討し ていき たい

と 思いま す。  

Q ： 多目的室のサイ ズ感は？ 

A： 大き い方が 14 0 ㎡。 2 つの

多目的室を つなげる と 今の公

民館のホ ールと 同じ 程度の面

積。 今よ り 縦長になり ま す。  

Q ： 入口で靴を脱ぐ ？ 

A ： 靴を 脱ぐ のはプレ イ ルーム

と 離れの 2 か所、 それ以外は

下足の予定です。  

Q ： 防犯面が心配。  

A ： ハード 面も 大事ですが、 限

界があ る ので、 ソ フ ト で防犯

面の向上を 図れたら いい。 顔

の見える 関係ができ たら 。  

 

地域拠点ってこ んな感じ ？ 

～こ れま でをこ れから に… なる 小地区 

地域のみら い 

ミ ーティ ン グ 
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9 月 2 8 日（ 土） の午前、 成岩公民館で、 今年度 3 回目の「 なる

小地区 地域のみら いミ ーティ ン グ」 を 開催し ま し た。 参加者は、

地域の人や事務局ス タ ッ フ を 含めて 3 2 人でし た。  

一区切り と なっ たこ の日、 前半では、 こ れま でみんな で考えて

き た地域拠点の設計図やイ メ ージ パース のお披露目を し たあと 、

全員で意見交換＆質疑応答を し ま し た。 ま た後半では、 進行役の

TAKEZ O から「 こ れから 」 に向けてのプチレ ク チャ ―を 聞いたあ

と 、 全員で、 こ れま でを ふり 返っ ての「 気づき 」 と 「 約束」 を １ 人

ずつ発表。 熱い想いと 笑顔あふれる 感動の最終回と なり ま し た！ 

大事なのはこ の建物を ど う 活

用し ていく か。 今後も 引き 続

き 皆さ んと 一緒に、 こ こ が皆

さ んが住み続けたいと 思える

ま ちのシン ボルと なる よ う に

し ていき たい。 ご協力よ ろ し

く お願いし ま す！ 

みんなのアイデアを活かしてつくった、地域拠点施設の基
本設計の図面やイメージパースを紹介したあと、全員で意
見交換＆質疑応答をしました。 

1 .フィ ード バッ ク  
「 交流拠点ってこ んな感じ ？」  

市民協働課 新海さん 

建物内については 

中面を ご覧く ださ い！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレイルーム 

  ごちゃまぜリビングの奥に、靴を脱いで上がる乳幼児スペ

ース。 

  すべり台、ボルダリングの壁を設置できたらいいな！ 

 

おとなりの放課後児童クラブとも、 

ゆるやかなつながりを。 

離れ（畳の部屋） 

  拠点内の唯一の和のスペース。 

  静かな環境で勉強したり、体調が悪くなった人が横になって

休んだりすることもできる。 

  縁側に足を投げ出して、まったり。 

  ここでやぎを飼えるかな。 

 

多目的室１・２ 

  ホール機能を持つ多目的室１と会議用の多目的室２。ダンス

や体操、卓球など、アクティブな活用ができます。 

  間仕切って使うこともでき、多目的室２ と一体利用も可能。 

  保育園の夏祭りなどもできるかな。 

ライブキッチン 

  ガラス張りのライブキッチン。 

  料理教室や子ども食堂もできます。 

  作ったものを置けるカウンターも設置。 

 

縁側デッキ 

  建物に入らなくても、腰かけたり、 

お話したりできるスペース。 

畑 

  みんなで作った野菜を ライブキッチンで調理！ 

 

受付 

  施設の利用方法を聞くのはここ！ 
館内を見回し、安全確認。 

 

ごちゃまぜリビング 

  建物に入ると、おしゃべりをしたり、コーヒーを飲んだり、

ちょっとしたコンサートもできる交流スペース。 

  縁側デッキに出られます。 
 

会議・研修室 

  真ん中に間仕切りがあり、大きく使ったり分けて使ったり

できます。 

  防音の壁になっていて、大きな音が出る取り組みも。 

 

みんなで考えた交流施設 ～こんな感じになりました！～ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

今後のスケジュール  
来年 6 ～7 月に建物を建て始め、 令和 8 年度に

坂や駐車場、 花壇・ 畑など外構工事、 9 月から

使える よ う にス ケジュ ールを組んでいま す。  

２ .プチレ ク「 さ あ、 こ れから  

～みんなでつく る って？」
これからオープンまでの間にできる、たくさんの住民を巻き
込んでいくための仕掛けやヒントを紹介しました。 

進行役の TAKEZO 

関わる 人がど う 動く か

で結果は変わる ！自分

事と 考える 人を 増やし

て、 欲し い未来を 自分

たちでつく ろ う ！ 

半田市役所 市民協働課 

TEL （ 0 5 6 9 ） 8 4 -0 6 0 9  

FAX （ 0 5 6 9 ） 8 4 -0 6 7 2  

✉  s -kyo d o @ c ity .h a n d a .lg .j p  

３ .チェ ッ ク アウ ト  
これまでの「地域のみらいミーティング」をふり返って「気づいたこと・
感じたこと」と「私の約束」を１人ずつ発表しました。 

年代に関係なく、皆さんが 
すごく未来志向で、このまち 
は良くなっていくんじゃないか 
と感じさせてもらいました。 

今日初めての参加でしたが 
初回から参加できなかった 

ことを悔やんでいます。 
とても楽しかったです︕ 

3 区です。成岩は 1 つ。 
これからも成岩を愛していく 

ことを約束します︕ 

この会の始まる前は行政の
方は敵だった。平成 27 年 
から建替えを要望してきて、 
未来ミーティングをしていただ
き住民の意見を入れたものに

なり、非常に感慨深い︕ 

とにかく楽しくて、いつも温かく
しゃべれる雰囲気が、最初 
から最後まで好きでした︕ 

みんなの意見の入った建物
が実現するよ︕みんなの行き
たい場所ができるよ︕と言え
る建物ができそう。よかった。 

初参加。この会のことをもっと
いろんな人に知ってほしかっ
た。すごく楽しい時間でした。 

毎回いろんな発想、お土産
をもらうことのできる場だった。 

これからソフト面も考えていく
ので、保護者の方や子ども、
職員も一緒に考えていきたい 

最初は意見を言うのがすごく
苦手だったんですが、ちょっと

ずつ楽しくなっていって、 
とてもよかったです。 

市民が未来に向かって、 
一緒にものを作っていくという 
姿勢にすごく感動しました。 
新しい場でみんなが利用で
きるような食堂ができたら︕ 

1 つ 1 つ積み上げてみんな
の意見を集約し、１つのもの
をつくるという手順を踏んでや
っていくんだなあと勉強になり
ました。いい機会だった︕ 

これからが本番。皆さんの協
力を得て、皆さんの知恵をも
らって楽しくやっていきたい︕ 

ミーティングを始めることにな
り、すごくつらい思いが半分あ
ったのですが、いろんな世代
のいろんな方々に支えてもら
って意見をもらって、できるこ
とは協力するよというお約束
も聞かせてもらい、多くのこと
に気づかせてもらいました。 

今まで地域のことを考えたこと
もなかったのですが、1 人 1
人が関心を持って考えること
で本当に変わるんだなと実感
したので、地域に少しでも貢
献できるよう頑張りたい︕ 

あまり話すのが好きではない
のですが、TAKEZO さんが
「うんそうだね」と言ってくれた
ことが本当にありがたかった。 
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